




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「教育科学研究」第 号 年 月
 

する必要があるだろう。
チャールズ・テイラー［岩崎稔＋辻内鏡人訳］「多
文化主義・承認・ヘーゲル」、『思想』第号、岩波
書店、年、。
こうした発想には、三代すれば社会的に上昇し蔑視
する側に回れるというバージョンもある。そこには縦
型の社会秩序を前提にした認識がある。要するに現在
の蔑視という不承認は三代経てば無くなるので、三代
の間は忍耐し我慢しないといけないという発想である。
こうした人間は蔑視を止めず、より承認されていない、
あるいはそう思う他者に蔑視を強制する。実際、社会
的上昇した人間（弱者、少数派、マイノリティ？）の
方がそうでない人間より一層サディスティックである
と考える人間もいる。ブラジルの文脈で「被抑圧者の
為の教育学」を構想したパウロ・フレイレもそう考え
た（小沢有作・楠原彰・柿沼秀雄・伊藤周訳『被抑圧
者の教育学』亜紀書房、年、）。しかし日本
の文脈で、「社会的に上昇した人間＝サディスティッ
ク」と考えるのは一般化させ過ぎだろう。恐らくそう
いう人間とそうでない人間が存在する可能性がある。
パトリック・シャンパーニュ［杉山光信訳］「社会
学的対話についての考察―ブルデュ 『ー世界の悲惨』
をめぐって―」、『思想』第号、岩波書店、
年月、。
邦題は『市場独裁主義批判』。
ピエール・ブルデュー［加藤晴久訳］『市場独裁主
義批判』藤原書店、年、～、、、。
ピエール・ブルデュー［加藤晴久訳］「新たなるヨ
ーロッパ啓蒙主義のために」、『環』第巻、藤原書店、
年秋号、。
 年以降、主に英語圏で規範理論研究は進展し
センもその中心にいた。しかし、管見ではブルデュー
には規範理論研究を調べていた形跡はない。事実だと
したら恐らくそれは次のことを示唆している。①英語
圏とフランス語圏での研究の分裂、②政治／社会哲学
研究と社会学研究との分裂。こうした分裂を乗り越え
ようとする社会学研究としては、盛山和夫の公共社会
学などがある（盛山和夫「理論社会学としての公共社
会学にむけて」、『社会学評論』第巻第号、
年）。
加藤晴久「訳者解説」、前掲『市場独裁主義批判』、
～。
金子聡「フェアな社会における教育の正義に関する
一試論―アマルティア・センの平等論を手掛かりにし
て―」、『＜教育と社会＞研究』、第巻、一橋大学＜
教育と社会＞研究会、年。同「アマルティア・セ
ンのフェアな地球社会の構想―基本的ケイパビリテ
ィ・市場経済・基礎教育―」、『開発教育』第巻、
開発教育協会、年月。
